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本プロジェクHこょり策定された当面の対策

(平成20年 7月 報告書)の実施状況について



実施状況1:早期診断の推進と適切な医療の提供



実施状況1:早期診断の推進と適切な医療の提供 (2)
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④認知症に係る精神医
療等のあり方の検討

「今後の精神保健医療

福祉のあり方等に関す
る検討会」の設置

「今後の精神保健医療

福祉のあり方等に関す

る検討会」報告書の作
成

「新たな地域精神保健

医療体制の構築に向け
た検討チーム」の設置
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実施状況2:適切なケアの普及及び本人・家族支援 (1)

口認知症対策連携強化

事業、認知症ケア多職

種共同研修・研究事業
に要する経費の要求

B認知症連携担当者に
関する研修のあり方に
ついて調査研究

【認知症対策連携強化事
業、認知症ケア多職種共
同研修口研究事業の創
設】

厚生労働省

省内事業仕分け

(概算要求中)

地域支援体制の構築を図

るため、必要な事業につ

いて自治体への裁量を高
めるよう見直しを実施

↓

【市町村認知症ケア総合
推進事業を概算要求】



実施状況2:適切なケアの普及及び本人・家族支援 (2)
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⑦自治体等における相談
支援体制の強化
口都道府県口指定都市に
コールセンターを設置

・コールセンターの設置等

(認知症普及・相談口支援

事業)に要する経費の要
求
ロコールセンターマニュ

アルを作成

【認知症普及口相談・支援
事業の創設】
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厚生労働省

省内事業仕分け
:実績を踏まえた単価の見
:直し

③認知症地域支援体制
構築等推進事業(H19
年度創設)

【市町村認知症ケア総合
推進事業に組み込み、概
算要求に反映】
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⑨「認知症を知り地域を
つくる10か年構想」等
の推進

・ 認知症サポーター100
万人キャラバン(H17年
度創設 )

口「認知症でもだいじょうぶ
町づくり」キャンペー
ン (H16年 度創設 )

・ 認知症の人「本人ネッ
トワーク」支援 (H17年
度創設 )

・ 認知症の人や家族の
力を活かしたケアマネ
ジメントの推進 (H16年
度創設) 等
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実施状況2:適切なケアの普及及び本人・家族支援 (3)

⑩認知症ケアの評価あり
方を検討

【認知症専門ケア加算、

認知症行動口心理症状緊
急対応加算の創設】

①認知症サポーター増員 平成26年までに認知症
サポーターを約400万
人養成することを目標と
して設定

口認知症サポーター養成
が100万人を突破

※22年 3月 現在で約170万
人

:             Й

⑫小・中学校における認
知症教育の推進 認知症を正しく理解す

るための小学生向け副
教材、中学向け副教材
を作成

・ 文科省と連携し、各自
治体の教育委員会に対
して教育活動に活用さ
れるようを副教材を送付
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実施状況3:若年性認知症対策




